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「詩の因不火田Jの
永続を！
国際教養大学理事長・学長
中嶋 嶺雄（国際社会学者）
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術論』に影響されたり、 スタンダーノレの

小説ゃf恋愛論jを夢中で読み始めた青

年時代が、 私を俳句から迷ざけたのであ

ろうが、 いま私は再び俳句が身近になり

つつあるようなところにきているような

気もする。

先日は、 NHK教育テレビで、 同郷の

俳人・宮坂静生先生（『岳』主宰）と俳

句対談をさせていただいた。一昨年6月、

台湾の李登輝元総統が「奥の細道j探訪

の途次、 国際教養大学で「日本の教育と

台湾一私が歩んだ道J t題する特別講義

をしていただいた際には、 象潟の鮒満寺

にご案内し、 芭紫、の「象潟や雨に西施が

ねぷの花jの句碑の前で、 しばし俳句談

義にふけったのであった。

「詩の国秋田Jの発刊を祝い、

続に期待したい。

自然や風物に恵まれた秋田の地に、 短

詩型の文学・ 芸術として国際的にも評価

の高い俳句・川柳・短歌を交流するネッ

トワークが成立することの意義は、 きわ

めて大きい。

現在、 私は俳句を作らないが、 父が俳

人だったこともあって、 松本市立清水中

学校の生徒の頃は時々俳句を作ってい

た。 中学校の校報ゃ『窓』という生徒会

誌には私の俳句がいくつか載っている。

中学3年生の修学旅行で奈良へ行き、 興

福寺や援沢池に感心したときに作った一

句は、 こうであった。

その永

猿沢の灯の涼しさを宿にいて

嶺 雄

間もなく高校生になり、 正課として

フランス誇を習い、 桑原武夫著『第二芸

詩の国秋田」の永続を　「詩の国秋田」2009.9 vol.1」-2009.08.00



イベントのお知らせ
当ネッ卜ワーク主催のイベン卜を下記の通りに開催します。

皆様のご来場とご参加を期待しております。詳細は9月下旬にウェブ

サイトでご覧下さい。
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1 0月11日（日）～1 2日（月）

A I U祭（ltif際教徒大学文化祭）

A I U （国際教養大学）

1 .作品の展示

AIU HAIKU Contestの入賞作品

海外の短詩人の作品紹介

その他

2.クイズによる創作擬似体験

3.参観者による選句体験

「交響雄和」実行委員会

1 0月1 7日（土）

あきたllif際フェスティパyレ 2009 

秋田拠点、センター アルヴ、エ

財団法人 秋田県国際交流協会

シンボルの木ーねむの木
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